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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：境界農学・環境農学 
キーワード：シリカセラミック､吸着、環境浄化、光触媒、分解、重金属汚染 
 
１．研究計画の概要 
 鹿沼土や赤玉土を基にシリカセラミック
を作成して、環境汚染物質(重金属類、富栄養
化物質、抗生物質）の吸着分解能力を調べ、
その応用に関して検討した。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 赤玉土、鹿沼土、凝灰岩をはじめ様々な
土類を使って焼結温度を変えてシリカセラ
ミックを作成した。 
(2) シリカセラミックを用いて、重金属(ヒ
素、水銀、カドミウム、鉛)の吸着除去能力
を調べた。また、富栄養化物質（リン、窒素）
およびエビ養殖池で化学物質汚染を引き起
こしている抗生物質の分解性についても検
討した。 

(3) シリカセラミックの成分や粒径分布など

をSEM-EDS,XRDを用いて解析した。シリカセラ

ミックにはSiO2 (21.8–78.5%)、 Al2O3 (4.1 – 

38%) および FeO (0.8 – 7.7%)が見られるが

、サンプルS4 にはCaO (65.3%)、SiO2 (21.8%)

が高濃度に見られた。SiO2はS1でがもっとも

多く、S6ではもっとも少ない。CuOがS5(2.5%)

、S6(3.6%)にわずかに認められた。 

(4) 10% MgOを混合したMA-Ceramicの表面積は

、混合しない場合(44.6 m2/g)に比較し67%も

上回った。空隙はMgOによって満たされ、熱に

よって化学的に変化し表面積も大きくなった

。MA-Ceramicの吸着力は265±8.5 μg/gとな

り、これはもとの12倍もの値である。 
(5) シ リ カ セ ラ ミ ッ ク に 金 属 酸 化 物
(MgO,CaO,ZnO,Fe2O3,Al2O3,MnO）を少量加え
焼結することによって吸着能力が改善する
ことを確かめた。1% Na2CO3や 5% Na2CO3 を混
合した改良セラミック(AVAS-Ceramic)は水

銀吸着量でそれぞれ 5%、127%の増加が認めら
れた。接触後 270分で吸着平衡に達し、pHに
依存し、至適 pHは 7.5であった。 
(6) 重金属に耐性のあるバクテリアが存在
する。これをシリカセラミックと組み合わせ
ることで重金属を除去することを検討した。 
 
３．現在までの達成度 
  ○2
 (理由) 

おおむね順調に進展している。 

 (1) 赤玉土、鹿沼土、凝灰岩を基に作成し
たシリカセラミックは水銀、Cd、ヒ素、リン
などの吸着性が高いことがわかった。特に毒
性の強い２価の水銀はセラミックに酸化金
属をわずかに加えて焼結することによって、
吸着除去性が著しく増大することが明らか
になった。 

(2) バクテリアの中には、重金属に耐性の
ある菌種(バクテリア)も多数存在すること
分かった。これとシリカセラミックを組み合
わせて用いることで水中の重金属を除去す
る手法についての基礎研究を行った。 

 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 次年度の研究として、セシュウム Csの

吸着除去除去効果について実験する。 
(2) すでに窒素、リンの除去効果は確認さ

れているが、さらに吸着効果に関する実験を
追加する。 
(3) これらシリカセラミックスをカラムに

封入した場合の吸着効果に関する実験を追
加する。 
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